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ける相違に関する日中対照を行った。第 6 章と第 8 章の結果を用いて、日本人の大学生と
社会人における相違は、中国人の大学生と社会人における相違とどのような違いがあるの
かについて明らかにし、その原因を考察した。 
















































した中国の大学の日本語学科に在学する中国人日本語学習者 21 人（男性 4 人、女性 17 人）
と日本の大学に在学している中国人留学生 21 人（男性 8 人、女性 13 人）の計 42 人である。
日本語教師と大学教員のインフォーマントは、任意に選定した中国の大学の日本語学科に
勤めている日本語教師 5 人（男性 4 人、女性 1 人）と日本の大学院で留学生を指導してい




方法を用いた。インフォーマントと調査で設定した場面はそれぞれ表 1 と表 2 に示す。 
 
表 1 自由記述式調査のインフォーマント 
調査対象 男性 女性 合計 
中国人留学生 43 人 40% 64 人 60% 107 人 
日本人 
大学生 85 人 65% 45 人 35% 130 人 
社会人 42 人 37% 72 人 63% 114 人 
中国人 
大学生 30 人 30% 71 人 70% 101 人 
社会人 43 人 41% 62 人 59% 105 人 




表 2 自由記述式調査における場面の設定1 
対 人 関 係 
あまり親しくない先生／上位者  親しいと思う先生／上位者  親友／親しい同僚  















































Threatening Acts＝FTA）をしない」という 5 つが挙げられている。この 5 つのうち、PPS
と NPS は、Brown & Levinson によるポライトネス・ストラテジーにおける代表的なもので
あると考えられている。吉岡（2011）が指摘したように、NPS と PPS はポライトネスの中
心的なストラテジーである。 
本研究では、上述のポライトネスの観点からデータの分析を行った。あいさつ表現とポ












表 3 あいさつ表現とポライトネスの関係 




A 群 定型でない非丁寧表現 
B 群 定型でない丁寧表現 
C 群 定型である省略された非丁寧表現 
D 群 定型である非丁寧表現 
PPS+NPS 
E 群 丁寧表現がない定型的表現 




On record であからさまに H 群 あいさつをしない（ほかの言語行動あり） 
NF への配慮のみ I 群 あいさつをしない（ほかの言語行動なし） 
 
 
図 1 あいさつ表現とポライトネスの関係 
 
表 4 日本人のあいさつ表現の分類 
群 定型性･丁寧度による分類 種別 代表例 
A 群 定型でない非丁寧表現 
PP 表現 
飯食う？気を付けてね、手を挙げる… 
B 群 定型でない丁寧表現 飯食べました？お気をつけてください… 
C 群 定型である省略された非丁寧表現 おっす、じゃあね、お疲れちゃん… 
D 群 定型である非丁寧表現 おはよう、お疲れ… 
E 群 丁寧表現がない定型的表現 
NP 表現 
こんにちは、さようなら、会釈… 










表 5 中国人のあいさつ表現の分類 
群 定型性･丁寧度による分類 種別 代表例 
A 群 定型でない非丁寧表現 
PP 表現 
吃了吗、路上小心、招手、挥手… 
B 群 定型でない丁寧表現 呼称+吃了吗、呼称+路上小心… 
C 群 定型である省略された非丁寧表現 早（啊･呀）、拜拜… 
D 群 定型である非丁寧表現 （～）早、（～）拜拜… 
E 群 丁寧表現がない定型的表現 
NP 表現 
早上好、你好、再见、点头致意… 


















点から「NP 表現」と「PP 表現」の 2 種類に分けた。 
 本研究では、上記の「あいさつ表現とポライトネスとの関係」および「あいさつ表現の





























相違点① 呼称の過剰使用  
相違点② 先輩に PPS を使用する傾向 














て分析した。その結果を表 7 に示す。 







表 6 大学生と学習者のあいさつ使用の傾向 
学習者の日本人学生 
との相違点 



























































































































                                                   
2 この相違点は、自由記述式調査ではなく、日本人日本語教師に対するインタビュー調査によるデータか
ら明らかになった。 





















































相違点① 呼称を過剰に使用する ○ ○ 





















































慮する傾向が顕著である。この傾向を図 2 に示す。 
 
                                     
 
 
図 2 先生･上位者に対するあいさつの有無の日中差異 
 





親しい同僚に PPS を使用する傾向が顕著である。それに対して、日本人学生は親友に PPS
を使用する傾向が顕著であるが、日本人社会人は親しい同僚にPPSだけではなく、PPS+NPS
を使用するケースもある。この使用傾向を図 3 に示す。 
 
                                     
 
 
















































を表 8 に示す。 
 
表 8 「さようなら」と「（～）再见」における場面による使用制限の差異 
 
さようなら （～）再见 
日本人学生 日本人社会人 中国人学生 中国人社会人 
偶然出会って別れる場面 ○ × ○ ○ 
共同作業をした後別れる場面 △ × ○ ○ 
世代による意識の差異の有無 あり なし 














表 9 「お疲れ（～）」と「（～）辛苦了」の用法の相違点 
用法 
お疲れ（～） （～）辛苦了 
日本人学生 日本人社会人 中国人学生 中国人社会人 
ねぎらいのあいさつ ◎ ◎ ○ ○ 
別れのあいさつ ○ ◎ × × 
出会いのあいさつ ○ ◎ × × 
世代による差異の有無 あり なし 
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 研究結果の新規性を示す主な点として、次の３点が挙げられる。  
 
 １）まずインタビュー調査により中国人学習者のあいさつに関する困難点を明らかにし  
   た上で調査の場面を設定している。これにより中国人学習者が困難を感じている点  
   についてのあいさつ指導への提言が可能になった。  
  ２）日中あいさつ使用の実態について大規模な質問紙調査を行い、上位者にあいさつす  
   る場合、日本人はPPS（ポジティブ・ポライトネス・ストラテジー）とNPS（ネガ 
   ティブ・ ポライトネス・ストラテジー）を組み合わせる傾向があるのに対し、中国 
   人は PPSのみを用いるケースも少なくないという結論を導いた。依頼表現、感謝表  
   現、詫び表現などについては類似した見解が既に示されているが、あいさつ表現に  
   関しては初めて指摘されたことである。 
 ３）日本人学生と中国人学生の差異、日本人社会人と中国人社会人の差異を検討するに  
   とどまらず、学生と社会人のあいさつ使用の異同について日中対照を行い、日本で  
   は学生と社会人のあいさつのストラテジーは顕著な差異を示しているが、中国では  
   両者が類似していることを指摘した。これは日中文化の在り方の違いを示唆する新  
   たな知見である。  
 






別記様式  博在－Ⅶ－２－②－B 
 
 
ている点で大きな意義を持つと考えられる。また、統計処理についても、データの性格に
合わせ角変換法という手法を用いて適正かつ綿密に行われており、その解説も十分になさ
れていることを確認した。  
 以上より、本研究成果は、論文執筆者が自立して研究活動を行なうに必要な高度の研究
能力と学識を有することを示している。よって、本論文は、博士（国際文化）の学位論文
として合格と認める。  
 
